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  かなざわユースプロジェクトでは、長土塀青少年交流センターを拠点として、

青少年が地域の活動等に参画し、次世代を担うリーダー育成を

行うとともに地域活性化を目指しています。

E-mailにて、件名に「かなざわユースプロジェクト参加希望」、本文に「①氏名（よみがな）  ②生年月日  ③学校名or職業
④郵便番号と住所  ⑤電話番号」を記載のうえ、nagadohe-yc@city.kanazawa.lg.jpまでお申し込みください！申込方法

地域とのコラボ事業や、自分たちで“やってみたいこと”をする自主企画、野外活動などいろんな活動に挑戦できます！

初めてでも大丈夫！親睦を深める交流会や、活動で役立つ知識を身に着ける初年度研修があります★

高校生から３０歳までの青少年の方で金沢市での活動可能な方、ぜひお申込みお待ちしています♪

メンバー募集中
高校生・大学生・若手社会人活躍中！！青少年の皆さん、かなざわユースプロジェクトに参加してみませんか？

金沢市青少年団体連絡協議会 事務局（金沢市長土塀青少年交流センター内）
〒９２０－０８６５ 石川県金沢市長町３－３－３　TEL：220-2102　FAX：265-7499　E-mail：nagadohe-yc@city.kanazawa.lg.jp

お問合せ先

「地域行事を盛り上げたい」「青少年と意見交換がしたい」など青少年と協働してみたいことがあれば、下記までお気軽にご相談ください。

ユースコラボ事業申込受付中
青少年と一緒に事業に取り組んでみたい地域団体・青少年団体・市民団体・企業の方！コラボしてみませんか？

金沢市青少年団体連絡協議会

かなざわユースプロジェクトの“拠点”
長土塀青少年交流センターってこんなところ！

３ヶ月前から

ネット予約OK

青少年は５人以上で

部屋が無料で使用できます

バンドやコーラスの

練習ができます

他校や他世代との

新しい交流拠点です

学習会やダンス・料理等の

サークル活動に使えます

長土堀青少年交流センターでは

感染症対策を講じながら行う

活動を応援します！！

ソーシャル
ディスタンスの確保 検温の実施

マスクの着用 消毒セット貸出

大集会室（314.6㎡）

ステージや音響設備等あります！

フリースペース
学習コーナー

ソーシャル
ディスタンスが保てる 広めの部屋あります！

用途に応じて色んな部屋を使用できます！

他にも

交流活動室（171.5㎡）

手洗い場やプロジェクター・
スクリーン等完備

学　習　室

学習室１～３と３部屋あり！

２と３は繋げて使用も可能。

学習室２はプロジェクターや

スクリーン完備。

和　　　室
畳の部屋で水屋があります。

座卓・座布団あります。

音楽活動室
遮音壁でコーラスや楽器演奏可能。

電子ピアノやマイク・スピーカー・

アンプ・鏡あります。

調理実習室 調理器具や食器類の貸出OKです。

駐車場　　&駐輪場　　あります

最寄バス停は北鉄バス「長土塀」    

または金沢ふらっとバス「中央市民体育館」

アクセス
〒９２０－０８６５ 石川県金沢市長町３－３－３
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長土堀青少年
交流センター

かなざわユースプロジェクトでは主に下記の事業に取り組んでいきます。

①ユースコラボ事業
長土塀青少年交流センターを拠点に、地域団体・企業等とかなざわユースプロジェクトの青少年をマッチングする事業

です。地域等の課題に対し、青少年の意見を聞きたい、青少年と一緒に新しいイベントを行いたい等の要望を受け、

青少年を派遣し、青少年が地域等と一緒に課題の解決に向けて話し合い、協働活動をします。地域社会と積極的に

関係を持つことにより青少年の成長を促し、地域の活性化を図ります。

かなざわユースプロジェクト
参加者

地域団体 企業 青少年団体

マッチング！

事務局

③野外活動指導員養成研修 
野外活動の安全対策講習やキャンプ場での

実地研修を通して、野外活動の知識を深め、

スキルアップすることで、次代の野外指導員

の養成を支援します。

②サポーター事業
長土塀青少年交流センターの施設の広報や、施設を使用した

自主企画を行います。青少年のリーダーシップ力の向上を促す

とともに、長土塀青少年交流センターで活動することで、施設

の青少年交流拠点としての機能を強化します。

⑥成果発表会
1年間の活動を発表・共有

します。

⑤初年度研修
新 規 参 加 者 のスキルアップ

のための研修を行います。

④参加者交流会
参加者の親睦を深める交流会や、活動の

共有を行う交流会を開催します。

金沢星稜大学
人間科学部

池田幸應 教授

ファシリテーターからのメッセージ
　金沢市は「犀川」「浅野川」が中心市街地を流れ、豊かな自然環境の中で古くから歴史・文化が醸成されて

きました。その中で「学都」として多くの高等教育機関が存在し、青少年が古きを学びつつ、創造的に取り

組んでいます。全国に先駆けて「金沢市における学生のまちの推進に関する条例」（平成22年4月施行）により、

積極的に学生と市民との交流によるまちづくり創出が推進されています。

　次世代育成としての人づくり・まちづくり活動の拠点として、昨年度7月に長土塀青少年交流センターが

設置され、この施設を拠点に「かなざわユースプロジェクト」がスタートしました。本年度は、新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）により、地域社会での様々な活動が中止または規制される状況の下で、大学生を

中心に高校生や社会人も含め22名のプロジェクトメンバーが「かなざわ」についての理解を深め、コロナ禍

での交流が少ない新大学1年生のための「かなざわフリートーク」、青少年団体とのコラボレーション活動、

野外活動、スキルアップ研修、そしてメンバー相互の交流会等を通して次世代としての地域創生に寄与する活動を行ってきました。

昨年度から継続的に参加しているメンバーもおり、笑顔で主体的、積極的に交流しながら、活動に参加している様子が素晴らしく、

また、地域の方々や行政担当者とのやり取りを通して自ら企画・運営に関わることで、地域をより身近なものとして捉え、コミュニケー

ション力や課題解決力も向上できたものと思います。

　今後、メンバーの更なる地域人材としての活躍を期待するとともに、様々な活動においてご指導いただいた地域の方々や講師の

皆様、そして、このプロジェクトを支えていただいている金沢市青少年団体連絡協議会事務局の皆様のご助力へ感謝いたします。
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詳しくは 長土塀青少年交流センター



令和２年度の活動をご紹介
令和２年度はサポーター事業、野外活動指導員養成研修、初年度研修、交流会など、下記のとおり活動を実施しました。

野外活動指導員養成研修
主催事業や地域での野外活動を効果的かつ安全に行うために、新たな指導員養成を支援します。

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

講　師

令和２年９月２２日（火・祝）９：００～１６：００

高校生１名、大学生４名 ※一般から野外活動に興味がある社会人７名も参加

金沢自然冒険隊 蛙の会

野外活動の基礎知識を学ぶための講座として、安全管理講習・コンパスワーク・ロープ

ワーク・テントの設営体験・きこり体験・火の起こし方講座・炭焼き小屋の見学・炭を使った

ろ過実験等を実施しました。

子どもと一緒に行うアウトドア活動やキャンプの際に、ぜひ活かしたいと思いました。

また、安全管理講習で習った内容は、普段の屋外での活動でも意識して行動したいと

思います。ロープの結び方も、普段から使えるようになりたいです。アットホームな

雰囲気の中、蛙の会の方からたくさんのことを教えていただけてよかったです。

基礎編 野外活動のABC講座 娚杉少年の森

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

関わった人たち

令和２年９月２７日（日）９：００～１２：００

大学生４名

８家族の親子

親子キャンプの際の「ロープワーク」「炭のろ過実験」「花炭づくり」における補助や、遊具で遊ぶ

子どもたちの見守りを行いました。

親子キャンプなので、大人から子どもまで幅広い年齢層の方がいる中での活動でしたが、相手の年齢に応じたコミュニケーション

の取り方が大切だと感じました。ロープワークは子どもたちがあまり興味を示していなかったので、ゲーム形式にするなど、

もう一工夫したらより楽しんでもらえたかもしれないと思いました。

実践編 ❶ 親子キャンプ運営補助 娚杉少年の森

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

協　力

令和２年１１月２８日（土）９：００～１６：３０

大学生５名

金沢自然冒険隊 蛙の会

娚杉少年の森の冬への準備作業「冬囲い体験」等を行いながら、「落ち葉での焼き芋づくり」

「葉拓づくり」に挑戦しました。

冬囲い体験は、蛙の会の方の熟練の技が素晴らしく、手伝うのが難しかったですが、

周りを見て行動することを心掛けました。冬に向けた大テントの片付けは、大変でした

が長身を生かして活躍できました。落ち葉で焼き芋をふかすのは初めてでしたが、コツ

を教わりながらメンバーと試行錯誤し、美味しい焼き芋が作れました。また、「葉拓づくり」にも挑戦しましたが、予想以上に

楽しめ、天候が悪くても楽しく野外活動できる方法があると学びました。

実践編 ❷ 冬囲い体験 娚杉少年の森

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

関わった人たち

令和３年１月３０日（土）８：３０～１２：００

高校生２名、大学生１名

１０家族の親子

受付時の説明や検温を手伝ったり、「巨大雪だるまづくり」「かまくらづくり」「雪玉ストラック

アウト」「スノーチュービング」でスタッフとして活躍しました。

初めての雪がある野外イベント、またコロナにも気を付けながらの活動でしたが、自分

の成長を感じることができました。初年度研修で学んだ子どもとの接し方、子どもへの

安全の注意喚起を実行できました。去年の自分と比べても確実にコミュニケーション

能力が上がってきていると感じられたのでよかったです。それでも、子どもに積極的に話し掛ける段階までは行けていないので、

次の活動では自らたくさんの方に話し掛けたいです。

実践編 ❸ ぷらっと雪遊び運営補助 キゴ山ふれあい研修センター

サポーター事業
センターで自主企画を立案・実施したり、センターでの活動や、施設広報を行いました。

メンバーの
感想

新大学1年生の
感想

概　要

活 動 期 間

活動したメンバー

協　力

対　象

令和２年５月２７日（水）～７月１６日（木）

（全体ミーティング１回、各弾のリハーサル全６回）

当日：令和２年６月８日（木）～７月１６日（木）

毎週木曜日１９：００～２０：００【全６弾】

高校生１名、大学生１8名

金沢星稜大学 人間科学部 池田幸應 教授、金沢学院大学 人間健康学部 高賢一 特任教授

金沢市内の新大学１年生

「コロナ禍だからこそ自分たちができることを」という思いから、コロナ禍で大学が再開せず、新入生同士や先輩と

の交流の機会が少ない新大学１年生を元気づけるため、オンラインでのフリートークイベントを考え、全６弾に

わたり実行しました。時間を区切りながら進行するよう心がけ、ユースプロジェクトの紹介や自己紹介をした後、

テーマごとに話したり、ゲームをしたり、１年生からの質問タイムを設けたり、各弾ごとに工夫しながら取り組みました。

「緊張しましたが楽しかったです！！」 Yさん・北陸大学【第１弾参加】

「短い時間でしたが、悩み相談やゲーム等を通じて、リラックスした時間を過ごせました」 Yさん・北陸学院大学【第２弾参加】

「青少年のこうした活動を初めて知り、面白そうだなと思いました。今日は楽しかったです」 Hさん・金沢大学【第３弾参加】

リハーサルや前弾の反省点を生かして準備して臨みました。進行役のメンバーが落ち着いた優しい口調で、程よく砕けた雰囲

気を作れていて、よかったです。他のメンバーも、チャットを活用したり、話題を広げるため自然に連携し、メンバーみんなで協

力して、自分たちも会話やゲームを楽しむことで１年生も楽しんでくれたと思います。

❶ 「新大学1年生応援！かなざわフリートーク」 オンライン

メンバーの
感想

概　要

活 動 期 間

活動したメンバー

関わった人たち

令和２年９月３０日（水）～１１月５日（木）（準備＆反省会各１回）

当日：令和２年１０月１１日（日）９：００～１６：００

高校生２名、大学生7名

長土塀「絆」交流フェスティバル参加団体

長土塀「絆」交流フェスティバルでの総合案内や受付、ガラポン抽選係を交代で担当しました。

色々な団体が事前に話し合い、ひとつのイベントを作っていく過程を見て、とても良い経験になりました。はじめは聞き慣れな

い団体が多く、他の団体の方に話しかけるのに抵抗感がありましたが、各団体の体験コーナーはとても楽しく、何でも挑戦だな

と思いました。コロナ対策をしながらのイベントでしたが、とても楽しいフェスティバルになったので成功してよかったです。

❷ 長土塀「絆」交流フェスティバル運営補助 長土塀青少年交流センター

メンバーの
感想

概　要

活 動 期 間

活動したメンバー

令和２年１１月１５日（日）１４：００～１５：００

高校生1名、大学生6名

長土塀青少年交流センターの利用者増加を図るために、新成人配付用のPR

チラシを作成しました。またチラシ裏面では、ユースプロジェクトの活動内容

の周知やメンバー募集を広報しました。

チラシは自分たちが見る側だったときは、特に何も感じていませんでしたが、作る側となると意外と難しく感じました。メンバー

皆で案を出し合うのが楽しかったです。各々、修正点を見つけることができたので、良いチラシになったと思います。自分たち

でチラシを作り、広報することで、かなざわユースプロジェクトの一員であると実感できました。このチラシを見て、新しいメン

バーが増えていけば、活動がもっと充実したものになると思います。

❸ センター＆ユースプロジェクトPRチラシづくり 長土塀青少年交流センター

初年度研修
活動で役立つ基礎的な知識習得のため、新規メンバー向けに研修を行いました。

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

講　師

令和３年２月２０日（土）１３：００～１４：5０

大学生6名

フリーアナウンサー 横田幸子 氏

初めてオンラインと対面の併用で講座を開催しました。プレゼンテーション

の基礎知識について学び、発声練習・表情筋トレーニングに取り組み、

実際にプレゼンテーションを行い、講師から講評をいただきました。

講座の中で「プレゼンテーションとは、説得するのでなく納得してもらうもの」というのが印象に残りました。自分の思いや笑顔、

そして自分が楽しそうに話すと、より相手に伝わりやすくなるということもわかりました。自分の経験を具体的に伝えることで、

相手も想像しやすいし、理解しやすくなるので、今後のプレゼンテーションの機会で活用していきたいと思います。

❸ プレゼンテーション能力UP講座 オンライン、長土塀青少年交流センター

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

講　師

令和２年１１月１５日（日）１３：００～１４：００

高校生１名、大学生6名

石川県観光スペシャルガイド  香村幸作 氏

城下町金沢の歴史について学びました。

今までずっと金沢に住んでいましたが、知らないことが多かったです。金沢の由来や地形など様々な学びが

ありました。これから他県から来る人に「金沢ってこんなところ」を説明できるようになりたいと思いました。

❶ ふるさと学講座 長土塀青少年交流センター

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

講　師

令和２年１２月６日（日）１３：００～１５：３０

高校生1名、大学生1名、社会人1名

金沢市子ども会連合会 シニア委員

アイスブレイク講座、KYT（危険予知トレーニング）講習、子どもとの接し方講座を受講しました。

アイスブレイク講座では、笑顔の大切さを実感しました。子どもに楽しんでもらうためには、スタッフ全員での雰囲気づくりと子

どものお手本としてメリハリのある行動が重要だと学べました。KYT講習では、実際の場面を想像することで、安全について具

体的に考えることができ、事前準備の重要性も再認識しました。子どもとの接し方では、見習うべき声掛けや講師の方が普段

気を付けていること等をお聞きしました。今回学んだことを、これからの活動でどんどん使っていきたいです。

❷ 子どもとの接し方講座 長土塀青少年交流センター

交流会

メンバーの
感想

概　要

活 動 日

活動したメンバー

関わった人たち

令和２年５月２７日（水）（オンラインプレ交流会）

令和２年7月１日（水）（青少年団体とのオンライン交流会）

令和２年11月１５日（日）（メンバー顔合わせ交流会）

令和３年２月２０日（土）（年間の活動共有の交流会）

高校生２名、大学生１１名

青少年団体

メンバー同士の顔合わせやレクリエーションを通して親睦を深める交流会、年間の活動で各自が経験したことや学んだことを共有す

る交流会のほか、青少年団体との交流会も実施しました。

自己紹介をゲーム形式ですることで、盛り上がり緊張がほぐれたのでよかったです。チーム対抗クイズラリーでは、まだ交流し

たことのないメンバーと交流できました。これからの活動でもっと仲良くなりたいです。

交流会 オンライン、長土塀青少年交流センター


